
１　部の運営方針

２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 7 課

【部の使命】
  市民が安心して健やかに暮らせるまちを目指し、高齢者、障害者の支援や生活保護等の援護、更生に関する事業並びに介護保険事業を適正に行い、利用者の利益の保
護と地域における社会福祉の増進に努め、あわせて地域医療の確保や救急医療の充実を図ります。

【部の目標】（令和元年度の部の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）
①　生活支援体制整備事業の推進
　　地域住民が主体となり、地域課題の情報を共有するとともに、地域に存在する地域資源の把握や開発を行い、日常生活上の支援体制の充実強化と、高齢者の社会参
加の促進を図ります。

②休日夜間急病診療所の整備
　老朽化の著しい休日夜間急病診療所の移転建替について、令和３年度の供用開始を目指し、敷地造成工事、基本・実施設計に着手します。

③病院事業会計の経営健全化
　「新南陽市民病院新改革プラン」及び「新南陽市民病院公的医療機関等2025プラン」に基づき、「山口県地域医療構想」に沿って収入の確保を図るとともに周南市医療公
社と連携し医師確保に向けたアプローチを継続していきます。また、地域住民のニーズに応えながら病院事業を核として安心安全な保健医療サービスの提供と医療、保
健、福祉の地域包括ケアシステムの更なる充実を目指します。

④周南市高齢者プランの着実な推進
　　平成３０年度から３年間を計画年度とする周南市高齢者プランに係る事業の実施状況、目標達成状況、評価等を適切に実施し、介護保険事業に係る保険者機能を強化
します。

⑤地域生活支援の充実
　　障害者の地域生活を支援する機能を持つ拠点等（地域生活支援拠点）の整備に向け、地域の社会資源の活用等について検討するとともに、精神障害者にも対応した
地域包括ケアシステムの構築について検討します。

⑥生活保護の適正実施
　 課内研修により職員の能力向上を図り、生活保護の漏給、濫給の防止に努めます。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
　行政評価の結果を事務事業の見直しにつなげ、効率的かつ効果的な事業運営を推進し、事業、事務の見直しによる、職員の事務負担軽減に努めます。更に職員が働き
やすい、風通しの良い職場環境を目指します。
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令和元年度 部の運営方針書
福祉医療部

146 90 57 人件費

歳入予算額 17,339,275

663,120

歳出予算額 担当予算事業数



福祉医療部

３ 部の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

５　福祉・健康・医療
　２　高齢者福祉の充実
　(1)　高齢者を地域で支える体制づくり
（地域福祉課）

医療・介護・予防・生活支援・住まいのサービスが一体化した地域包括ケアシステムを推進しま
す。

５　福祉・健康・医療
　２　高齢者福祉の充実
　(2)　介護サービスの充実
（高齢者支援課）

住み慣れた地域で介護サービスが受けられるよう、介護保険事業計画に基づき施設整備を進
めます。

５　福祉・健康・医療
　１　地域福祉の推進
　(1)　地域福祉活動の推進
（地域福祉課）

地域福祉の担い手となる民生委員・児童委員の定数確保に努め、活動を助成する。
地域福祉活動を推進していくため、社会福祉協議会と連携して取り組む。

５　福祉・健康・医療
　１　地域福祉の推進
　(2)　地域福祉に関する相談・支援体制づくりの推進
（地域福祉課）

高齢者・子ども・障害者や生活困窮者などの多様な福祉相談に対応する総合相談体制を構築
する。地域の見守りネットワークを強化する。
【見守り協定事業者数：100社、もやいネット地区ステーション設置地区数：３１地区】

目標 実現したい成果　（最終目標）推進施策
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５　福祉・健康・医療
　２　高齢者福祉の充実
　(3)　介護予防の推進
（地域福祉課）

高齢者が健康でいきいきと生活を送ることができるよう、介護予防事業の取組みを推進します。

7

５　福祉・健康・医療
　２　高齢者福祉の充実
　(4)　生涯現役社会づくりの推進
（高齢者支援課）

地域で健康づくりや教養の向上、レクリエーション活動の機会等を創出し、高齢者の仲間づくり
や生きがいづくりを推進します。地域での介護ボランティア等を通じた高齢者の社会参加を促進
します。【老人クラブの会員数（R1目標値）6,000人】

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」の施行に伴い、市民への啓発や、障害者
等からの相談対応体制の充実を図ります。障害者の活動や社会参加の制約の解消を進めると
ともに、市が発信する情報のバリアフリー化に取り組みます。

8

５　福祉・健康・医療
　３　障害者福祉の充実
　(1)　地域生活支援の充実
（障害者支援課）

基幹相談支援センターを中核として、地域の相談支援事業者間の連絡調整や関係機関との連
携を密にすることによって相談支援の充実を図り、障害者の地域生活を支援します。

9

５　福祉・健康・医療
　３　障害者福祉の充実
　(2)　就労支援の充実
（障害者支援課）

障害者就業・生活支援センターや就労支援事業所と連携して障害者の就労を進めます。また、
障害者施設共同受注センター協議会と共に障害者就労施設等が提供する物品・サービスの優
先調達を推進し、工賃の増額を図ります。

社会福祉法人及び介護保険サービス事業所等に対する指導監査等を公正かつ効果的に行うこ
とにより、健全な事業所の運営を図ります。

５　福祉・健康・医療
　１　地域福祉の推進
　(3)　社会福祉法人の指導監査の充実
（指導監査室）

10

５　福祉・健康・医療
　３　障害者福祉の充実
　(3)　差別解消の推進
（障害者支援課）



福祉医療部

目標 推進施策 実現したい成果　（最終目標）

14

５ 福祉・健康・医療
５ 地域医療の充実
(4) 市民病院の機能の維持
（地域医療課、病院管理室）

他の医療機関との機能分担や連携を進め、周南西部地域の中核的医療施設として、医療機器・
施設の充実を始め、医師不足により減少した整形外科及び泌尿器科常勤医師の回復と早期の
収支均衡を目指し、良質な医療を安定・継続的に提供します。

12

５　福祉・健康・医療
５　地域医療の充実
(2)　救急医療体制の充実
（地域医療課）

応急的な初期救急医療対策（一次救急医療）としての休日夜間急病診療所の運営、休日歯科
診療所、在宅当番医の委託、重症患者を対象とした二次救急医療対策として病院群輪番制へ
の支援等により、休日・夜間の診療提供体制を確保し、救急医療体制を維持していきます。

13

５　福祉・健康・医療
５　地域医療の充実
(3)　医療機関の連携
（地域医療課）

かかりつけ医をもつことを推奨し、必要な時に、他の医療機関と連携し適切な医療が受けられる
体制を推進します。

11

５　福祉・健康・医療
　５　地域医療の充実
　(1)　地域医療体制の充実
（地域医療課）

地域住民が健やかで快適に暮らすためには医療の充実が最も重要であることから、医師会、医
療機関、大学等との連携を深め、安心して医療サービスを受けることができる地域医療提供体
制の充実を図ります。


